
立憲主義・憲法９条が危ない！

「戦争法ってなんダ!?」講演のつどい

「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動根室実行委員会は２４日、商工会館ＡＢホー

ルにおいて、「戦争法（安全保障関連法）ってなんダ!?」講演のつどいを開催しました。

悪天候のなか、約５０人の市民が集まりました。

市市市
議議議
団団団
ニニニ
ュュュ
ーーー
ススス

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

講
演
し
た
の
は
、
弁
護
士

で
「
釧
路
９
条
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
今
重
一
氏

で
す
。
今
氏
は
冒
頭
、
「
戦
争

法
に
反
対
で
あ
る
」
と
「
戦

争
法
が
憲
法
違
反
で
あ
る
」

と
い
う
世
論
が
圧
倒
的
多
数
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
戦
争
法
反

対
の
運
動
が
若
者
に
広
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
協
調

し
ま
し
た
。

ま
た
、
法
律
の
専
門
家
と
し
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講演する今重一弁護士

て

の

視

点

で
、
成
立
し

た
「
戦
争
法
」

が
ど
ん
な
も

の
な
の
か
、

改
定
さ
れ
た

１１
の
法
律
の

内
容
に
つ
い

て
解
説
し
ま

し
た
。

「
国
際
平
和

支
援
法
」
で

は
、
こ
れ
ま

で
は
「
イ
ラ

ク
特
別
措
置

法
」「
ア
フ
ガ

ン
で
の
イ
ン

ド
洋
給
油
支

援
」
等
、
そ

の
都
度
個
別

法
を
制
定
し
て
対
応
し
て
い

た
も
の
を
、
国
際
社
会
に
対

す
る
脅
威
を
取
り
除
く
活
動

に
対
し
他
国
軍
を
後
方
支

援
、
戦
闘
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
場
所
以
外
の
地
域
に
も

派
遣
、
支
援
対
象
も
参
加
し

て
い
る
外
国
軍
全
部
へ
と
改

訂
。
今
氏
は
、
か
つ
て
、
非

戦
闘
遅
滞
と
さ
れ
た
イ
ラ
ク

の
サ
マ
ワ
で
も
、
宿
営
地
に

４
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
砲
に
よ
る

攻
撃
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
。
参
加
し
て
い
た
自
衛
隊

員
が
高
い
確
率
で
精
神
疾
患

と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
「
武
力
攻
撃
事
態
法

改
正
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
あ
っ

た
場
合
に
、
自
ら
を
守
る
た

め
に
必
要
な
範
囲
で
の
必
要

な
措
置
を
と
る
、
す
な
わ
ち

「
個
別
的
自
衛
権
の
発
動
」

で
対
応
と
し
て
き
た
も
の

を
、
「
存
立
危
機
事
態
」
（
我

が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が

発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が

国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国

民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆

さ
れ
る
明
白
な
危
険
の
あ
る

事
態
）
の
場
合
に
も
日
本
へ

の
攻
撃
と
み
な
し
て
武
力
の

行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
ま
さ
に
「
集
団
的
自
衛

権
の
発
動
」
を
可
能
に
し
た

も
の
で
す
。

今
氏
は
さ
ら
に
、
「
武
力
行

使
新
三
条
件
」
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
し
た
。
〝
三
条
件
�

の
ひ
と
つ
、
「
我
が
国
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
こ

と
、
又
は
我
が
国
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る

武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ

に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅

か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
（
以

下
省
略
）
」
の
傍
線
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
抽
象

的
で
あ
り
、
こ
れ
に
当
て
は

ま
る
か
ど
う
か
は
誰
も
判
断

で
き
な
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。今

氏
は
、
戦
争
法
に
つ
い

て
「
自
衛
隊
法
改
定
の
内
容

を
含
め
て
、
世
界
中
で
地
域

を
考
慮
せ
ず
に
、
米
軍
や
こ

れ
に
共
同
す
る
軍
隊
と
共
同

し
て
の
軍
事
行
動
が
可
能
に

な
る
。
ま
さ
に
戦
争
準
備
法
」

と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
今
氏
は
「
世
界
の

状
況
を
み
る
と
、
憲
法
は
ま

す
ま
す
価
値
を
も
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。
戦
争
法
廃
止
、

憲
法
を
ま
も
る
た
た
か
い
は

こ
れ
か
ら
で
す
。

米
海
兵
隊
が
花
咲

港
か
ら
矢
臼
別
へ

１９
日
（
木
）
、
１
５
５
㎜
り

ゅ
う
弾
砲
１２
門
、
装
甲
車
な

ど
車
両
１
０
０
両
を
含
め
装

備
品
が
花
咲
港
に
陸
揚
げ
さ

れ
、
日
本
の
民
間
輸
送
会
社

や
海
兵
隊
員
２
０
０
人
に
よ

っ
て
、
国
道
４４
号
線
を
経
由

し
、
矢
臼
別
演
習
場
に
搬
送

さ
れ
ま
し
た
。

根
労
連
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

約
４０
人
が
温
根
沼
大
橋
駐
車

場
に
集
結
し
、
移
転
訓
練
反

対
の
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
民
間
の
ト
レ
ー

ラ
ー
に
搭
載
さ
れ
た
、
シ
ー

ト
で
覆
い
隠
さ
れ
た
り
ゅ
う

弾
砲
で
す
。


